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医学系技術室（医学教育企画評価室（PCME）） 






から問題を抽出し、解決していく  PBL(Problem 









新カリキュラムが導入された平成 16 年度は、1 
学年  100 人として  PBL(Problem based learning)
テュートリアルのグループ数を 13（各グループ7 名
〜 8 名）設定していたが平成 26 年度は学生数が 
120 〜 130 人となりグループ数を 15（各グループ8 





調整している。各教員は年間平均 2 コースから 3 
コースを担当する。また、グループ数が 13 〜 15 と
なり、使用する部屋を確保するのが非常に困難に
なってきている。 
 4 年次に例年 6 月に行っている、共用試験の実
施時期が平成 28 年度より、全国的に 9 月から翌年
の 3 月までと、大幅に変更になることが共用試験機
構で決定された。さらに Student Doctor という認定
を受けないとクリニカル・クラークシップ（参加型
臨床実習）に進めない、新しい制度も発足した。こ










問題抽出型 PBL(Problem based learning) テュートリ
アル教育という。1 年次から 3 年次は、すべてのこ
の方式でカリキュラムが組まれている。小グループ








れる。この TBL の実施報告は次回行いたいと思う。 
３．臨床実習前の実習 
3.1  身体診察実習と C.C.準備教育 
臨床実習に参加するにあたり、頭頸部、胸部、腹
部、筋骨格・生殖、神経の身体診察の演習が実施さ






から実施期間が 4 週から 5 週に変更された。しかし





















４．共用試験（CBT ・ OSCE） 





た。その基準を満たした学生は Student Doctor と認
定され、C.C.に参加できる資格が与えられる。 
この共用試験の実施時期が平成 28 年度から大きく
変更になる。現在は 12 月〜 3 月、4 月〜 9 月と 2 
期にわかれ実施されていたが、変更後は9 月から翌
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Abstract   It has been ten years since the University of Tsukuba School of Medicine introduced its new 
curriculum in the academic year 2004/2005. From the 1st year through 3rd year, the curriculum consists of 
problem-based learning (PBL) tutorials, in which students are presented with case studies called scenarios 
from which they select and solve problems. In the first half of the 4th year, we offer students physical exam 
training, basic clinical skill training and so on as a preparation for clinical clerkship starting from September 
of the year. Due to changes in internal and external circumstances, however, the curriculum needed to be 
revised, and new support has been needed. 
 
 
Keywords: ncreased enrollment, change in period of implementation for common achievement test, change 
in period for start of clinical clerkship  
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2.1  経緯と全体の流れ 













           
E-mail:kizawa.yoshie.ge@un.tsukuba.ac.jp; 












2.2  見学内容 
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